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著者は松果体を破壊または射出することなく, 松果体部を直接その表面からアルミナク1) - ムで持続的
に刺激した場合, いかなる影響が身体生殖器に現われるかその間の消息を調べるため, 幼君雄ラットを用
いて実験を行なった｡
実験には生後 4 - 5週 6群 18例の雄ラットを用い, 12例に手術, 6例を対照として同一条件下に術後
4週間飼育した｡ 各群は同腹である｡ 別に2例 (生後 5遇) を術後 6 および13週間飼育した｡
手術は骨形成的開頭術の後, アルミナク1) - ムを浸透させたスボンゼル片をもって松果体部を蔽い, 硬
脳膜, 骨片を旧に復し創を閉じたD
4 週間飼育群は手術群と対照群とについて体重, 葦丸, 副葦丸, 精嚢の重量測定および華丸, 副葦丸
精嚢, 副腎の組織学的検索を行なった｡ 6 および13週間飼育例は対照はないが体重, 華丸の重量測定並び











生後4 - 5 週の雄ラットを用い, 手術的に松果体を露出し, アルミナクリー ムを浸透させたスボンゼル
片をもって松果体をおおい, これを4週, 6週, 13遇留置して, それによる体重, 章丸, 副章丸, 精嚢,
副腎の重量測定および組織学的検査を行なった｡
なにか変化がでないかと随分苦心してなんかいも実験をくりかえしたが, ついに特別な変化を見出すこ
とはできなかった｡ これからみると松果体およびその付近の脳組織はやはり身体生殖器の発育または機能
に関係ないもののようである｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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